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1. 日本人の価値観（世界ランキング調査から読み解く）鈴木　賢志　中公選書
（明治大学国際日本学部準教授。1992年東京大学法学部卒業。（株）富士総合研究所、英国ウォーリック大学PhD取得。専門は政治経済学、社会心理学）

日本人とは何か、日本人はどのような価値意識をもった人々なのかを世界の中の日本の位置を明らかにしながら考えていこうとしている。各国横断の共通調査を俎上にのせその結果をランキング表の形式で紹介しながら日本人の見方や考え方の独自性について分析している。
　価値意識は、人口構成や経済活動とは、異なり、客観的に得られるデータが少ないためWVS（世界価値観調査）やISSP（国際社会調査プログラム）といった、複数の国に同じ内容の調査票を用いて行われるアンケート、いわゆる国際世論調査ののデータを中心に扱う。

（１）国や政府に関する価値観

1.自国に対する意識

　　日本人は、日本という国に誇りを感じないが、日本のことは、好き。とはいえ、日本のために戦いたくない。

2.政府・メディアに対する信頼感

　　日本人は、政府をあまり信用していない。でも活字やテレビはとても信用する。

3.政治に関する意識

　　日本人は世界的にみて政治への関心が高い国民である。

4.海外旅行・引っ越し

　　日本人は海外旅行が好きだが、引っ越すつもりまではない。
5.犯罪、警察、司法

　　日本は、いまでも世界で最も治安のよい国の一つであるが、犯罪の取り締まりが不十分であると感じている人は少なくない。
（2） 人生に関する価値観

6.人づきあいに関する意識
　日本人はシャイで日々接する人の数は比較的少ない。人づきあいでは、相手の考えをよく理解することが大切で、他人にあわせる傾向が強い。
7.冒険・ギャンブルに対する意識
日本人は安全志向が強いが、結構ギャンブルは好き。

8.人生に関する意識

人生の意味は自分で見つけるべきと考えている日本人は多く、人生の思い通りに
ならないと思っている人も多い。
9.死に関する意識

日本人は自殺にはそれほど寛容でないが、安楽死には寛容。

10.信仰に対する意識

多くの日本人は宗教を頼りにしていないが、聖なるものや霊的なるものに関心が
ないわけではない。
（3） 家庭や子供に関する価値観
11.結婚に対する意識

日本人にとって結婚はとても大切。でも離婚は増えているし、それほど悪いこととも思っていない。

12.不倫、同性愛に対する意識
日本人は、不倫には寛容。同性愛についてはかつて否定的だったか、最近は許容度が上がってきている。

13.出産に対する意識

少子化に悩む日本だが、子だくさんを理想とする人は多い。一人だけなら女の子が人気。

14.家庭における男女の役割

日本の男性は女性に家事を頼りきり。家計も育児も奥さん任せ。

15.子供の教育に関する意識

子供に身につけさせたいのは責任感、自主性、決断力、忍耐力。逆に勤勉さはあまり重視していない。

16.生徒の学力と学校生活
日本の生徒の成績は、世界のトップレベルではないが、それほど悪くもない。高校生の遅刻は少ないものの、学校がそれほど役にたつとは思っていない。

17.余暇に関する意識

日本人は国際的にみてかなり「おたく」度が高い。

（4） 経済活動や働き方に関する価値観
18.競争、格差に関する意識

民営化や能力主義に関するに本人の意識は、バブル崩壊後に大きく変わった。（国営支持―＞民営支持、平等性―＞能力主義）。ただし、人々の中流意識は依然として強い。
19.労働時間に関する意識

日本人は、職場にいる時間が長い「働き者」だが仕事に対する情熱はあまり強くない。
20.女性の就労に対する意識

日本には「男は仕事、女は家庭」と思っている人が比較的多いが、それは必ずしも女性を弱い者としてとらえているからではない。

21.仕事選びの条件

日本人の仕事選びで最も大切なのは安定。ただし他国に比べて同僚重視（好感のもてる人と一緒に仕事ができること）が目立つ。反面、給与に対するこだわりは低い。

22．働き口に関する意識

働き口として、勤め人志向（自営業ではなく会社や官公庁などに勤めること）が強まったが、大企業志向は、減少。公務員志向はやや減少。

23．移民に関する意識

日本人は移民に対して比較的寛容であるが、犯罪と結び付ける傾向が強い。また社会の多様性をプラスに評価するという発想にやや欠ける。

（５）科学や自然に関する価値観
24．科学技術に関する意識

日本人は、自国の科学技術の発展に誇りを持っているが、科学の効用よりも伝統や昔ながらの考えを尊重する意識も強く持っている。

25．ICT（情報通信技術）の利用と意識

この20年間、世界中でインターネットや携帯電話が急速に普及し、日本もその波に乗ってきたが、インターネットの活用ではやや遅れ気味。

26．自然と人間に関する意識

日本人ほど進化論を支持している国民はいない。（進化論支持：90.1％、米国：46.2％）

2７．原子力発電に対する警戒と科学的知識
大震災の前に、原子力発電所が事故を起こす可能性をある程度は意識していたが、警戒心はあまり強かったとは、言えない。
28．環境への取り組みに関する意識

日本人は自分たちで思っているよりエコ意識の高い国民である。ただし、経済成長を犠牲にしてまで環境を守るべきという意識は強くない。
2.日本人が気付かない世界一素晴らしい国・日本　ケビン・M・ドーク　ワック（株）
(ジョージタウン大学教授。1960年、アメリカ生まれ。高校時代に日本に留学し、東京大学、立教大学、甲南大学などで日本近代史やナショナリズムを研究。)
日本人が気付いていない日本の“素顔”や“実力”といったものの一端に触れる。
西洋人は、日本の道徳性に興味がある。中国は、儒教などの道徳がいろいろあるし、韓国は、宗教に入信する人がたくさんいる。ところが日本だけは、以前から宗教という形式的な思想がなくても心を保つことができた。欧米の先進国と並べたら、日本の社会が一番きちんと機能している。その理由は
（1） 日本が近代国家の中で最も寛容である。

　　明治維新のときに取り入れた西洋の文化と日本の文化は、随分、差があった。その差は、アメリカとヨーロッパのそれより大きい。それでありながら立派な近代国家目的をつくり独特的な文化をもつ。
（2） 思いやり。

　日本の中で一番重要な言葉は、文化的には、「思いやり」である。

（3） 日本のよさは、天皇性。
王室がある国は、礼儀の正しい文化が、残っている。中国も韓国も王室がない。王室のあるイギリス人はアメリカ人より礼儀正しい。王室を有するスペイン人もそうである。

日常的な美意識が日本は、すごい。「美は、美術館の展示物にとどまらず、京料理を含めた日常生活のなかにもある」。ヨーロッパとアメリカで美意識といえば、美術館と超一流のレストランといったハイクオリティの世界にいかないと出会えないが、日本では日常生活に取り組んでいる。たとえば、コーヒーカップ一つとっても、アメリカのホテルでは、見られないようなきれいなものを街角の喫茶店が使ったりしている。近所の小さなレストランが美しい食器を使い、しかもワシントンＤＣでは、考えられないようなおいしいものがでてくる。
3.日本の歴史　本当は何がすごいのか　田中　英道　　（株）育鵬社　　
　（1942年東京生まれ。東京大学文学部仏文科、同美術史学科卒業。ストラスブール大学に留学し博士号取得。現在、東北大学名誉教授）
　フィレンツェに行ったとき著者は、有名な人類学者マライーニ先生にこういわれた。「日本には、大変なショックを受けました。日本は、私を目覚めさせたのです。西洋人のキリスト教や古典学に依拠しないで、立派な文明をもっている国があったからです。どちらを向いても道徳的一貫性、正義感、精神的な成熟を示す人々に出会ういことができました。・・・・・日本という国は、その世界地図に占める小さな位置よりも、はるかに大きな存在なのです」。この言葉で、日本の文化が西洋とは、異なった成熟した文明であることを知らされた。このとき初めて、自分が日本人であることを本当の意味で自覚させられた。

　日本の歴史を語るときに3つの力を感じる。
第一は、伝統の力である。それは、時の政治力、軍事力によっても消えない、共同体の力といってよい。端的にいえば、天皇の存在である。それが１２５代続いていること自体、厳然たる事実である。そうした伝統の力は、政治の世界だけでなく経済界でもそうである。日本には、世界的にも長い歴史をもつ企業が数多くある。
第二は、美への情熱である。美術、文学、音楽、どれをとっても他国と異なる独自のもっていて素晴らしい。日本の神社仏閣の木造の美しさは、周囲の樹木とも調和して見事である。さらにその中には、古い仏像や神棚がある。和歌、俳句。生け花、書の文化、そして謡曲からカラオケまで続く芸事の伝統は、ほとんど他国には例をみない。それも一部の人々に限られた他国と比べるとはるかに広範囲の人々が楽しんでいる。
　第三の力は、宗教である。日本人ほど、意識していないにもかかわらず、宗教的な国民はない。散歩で近所を歩いて気づくことは、たくさんの神社やお寺がある。それは、よく見かけるコンビニエンスストアの数よりはるかに多い。全国で神社の数は約８万、お寺も約８万、合計１６万もある。これに対してコンビニエンスストアは、５万ほどである。神道と仏教の２つの宗教の建物がだいたい同じだけある。人が宗教を信じるといえば、たいていは、一つの宗教なのに、日本人は、両方にお参りする。これを神仏習合（しんぶつしゅうごう）といいこのような形態は、他の国では、みられない。これは、二種類の宗教が並列しているのではなく、補完しあっているからである。日本人の共同宗教としての神道と個人宗教としての仏教は、役割分担している。それを最初に気づいたのが、聖徳太子である。共同体でおまいりするのが神社、個人でおまいりするのが仏閣である。
伝統的価値、美的価値への注目、宗教性への回帰、この三つの力が働いているからこそ、日本人の精神は安定しているのであり、それが社会、政治、経済の基礎にあるからこそ、日本人の精神は安定しているのであり、それが、社会、政治、経済の基礎にあるからこそ私たちは、日本人として世界で生きていける。
4.浄土真宗の基礎知識　　大法輪閣編集部
仏教の目的とするところ、それは端的にいえば「迷いを転じてさとりを開く」というところである。つまり、私たちの抱える種々雑多な苦悩を転成して、よろこびに変える道である。浄土仏教は、一般に仏教の傍流といわれることがあるが、親鸞は、「浄土真宗は大乗の至極（しごく）なり」といいきっている。
ここには、自己の救いだけではなく、他の救いに従事する利他行（りたぎょう）に生きるのが浄土真宗の仏道であるという認識がある。言葉をかえていえば、念仏も仏教であるという親鸞のメッセージである。親鸞は、一宗を開くというような考えを全くもたなかった。

だが、没後、次第に教団化、組織化、の動きが、ひ孫の覚如（かくにょ）の時代に活発化してきた。覚如は、法然、親鸞、如信（孫）を三代伝持の血脈と称して、念仏集団の権威付けを試みた。これが本願寺の起こりである。
　親鸞の教え：

1 本願他力の教え

親鸞は、本願他力という語を重要視している。自力とは、どこまでも自己の力量を中心として仏に成る道である。他力とは、阿弥陀如来の誓われた人間救済のおしえを聞いて、人間にめざめ、人生を問い、命のはかなさと、尊さに気づきをいただきながら、煩悩を功徳に転成して仏に至る道と親鸞は示している。
2 悪人救済の教え

「善人が救われるのであるから悪人が救われるのは、当然である」という法然の言葉を実践的に深化、浸透させたのが親鸞である。
　悪人こそが救われるとは、自らがどこまでも煩悩具足の凡夫であるという自覚を持つ者こそが救われる。

3 往生浄土の教え
親鸞の往生の考えには二つある。阿弥陀如来の真実に深いうなずきをうる信心が定まるとき、「往生が定まる」と親鸞はいう。もう一つは、「臨終」念の夕べ、大はつ涅槃（だいはつねはん）をさとるという世界の往生である。この身の業がつきて清浄になる仏土（自然の浄土）に入るという往生である。親鸞にあっては、浄土とは、死んでからはじめて意味を発揮する世界ではない。
浄土真宗十派とは、

浄土真宗本願寺派（西本願寺）、真宗大谷派（西本願寺）、真宗高田派（専修寺、三重県）、真宗仏光寺（仏光寺、京都）、真宗興正派（興正寺、京都）、真宗木辺派（錦織寺、滋賀県）、真宗出雲路派（豪摂寺、福井県）、真宗誠照寺派（誠照寺、福井県）、真宗三門派（専照寺、福井県）、真宗山元派（證誠寺、福井県）
阿弥陀如来のいる世界を浄土といい、浄土とは、阿弥陀如来がいる世界をさす。

5.内部告発の時代　　深町　隆　　山口　義正　　（株）平凡社
（深町　隆：オリンパス事件第一通報者、現役社員。山口　義正：経済ジャーナリスト）
内部告発とは、自分が所属する組織を糾弾する行為であると同時に、自分が所属するムラ社会そのものを撃つ行為でもある。だからこそ日本社会の閉鎖性が浮き彫りになるし、いったん告発してしまえば、骨肉の争いに発展せざるを得ない。告発したからといって
報われるとは限らない。（「内部告発＝裏切り」という考え方も根強く、告発が成功しえも周囲が離れていくことが少なくない）。
内部告発を考えている人たちは、悲痛なほど孤独な闘いを強いられることが多いし、告発によって孤独をさらに深めてしまうケースも少なくない。

それでも荒療治でなければ、改まらない問題は少なくないし、自分のプライドや尊厳をかけて告発すべきか迷っている人々にヒントになれば、としている。
6.どうしてこの国は「無言社会」となったのか　森　真一　　　（株）産学社
日本社会が「無言社会」であるという、新しいようで実は古くからあってしかし、新たな局面を迎えつつあるテーマをとりあげている。「無言社会」に疑問を感じている人たちに考える材料を提供している。
　今の日本人は、ほんとうに声をださないなあと痛感する場面がいくつかある。

その一つが、見知らぬ人同士の間で身体や持ち物が接触したりぶつかっても、何も言わずに去っていく場面である。特に電車に乗っているときである。いずれにしても謝罪しなかったときの後味は悪い。
　二つ目は、講演会の場である。講演後、質問してくれる人は、ほとんどいない。
質問は出ないが、だからといって参加者に質問したいことがないわけではない。その証拠に参加者は、アンケート用紙にいろいろと疑問・質問・感想を書いてくれる。

　三つ目は、手押しのドアを開け、次の人のためにドアを手で支えているときのことである。こちらが手で支えているのに、自分の手を添えることもなく、隙間からすっと自分の身体をすり抜けさせていく人がけっこういる。特に中年女性の場合が多いようである。そしてやはり無言である。ありがとう、すみませんなど声をかけてくれる人はいない。そもそも目を合わせようともしない。
　日本人はあらゆる場面で、正しく、適切にことばを使い、かむことなく流暢に発話しなければならないと思い込んでいる。それを他者にも自分自身にも期待している。だから、声を出すときにはかなりの緊張をともなう。日本人にとっては、話の内容よりも、話し方という形式、かたちの方がずっと大切なのである。

　日本人は、何かを表現するとき、わざとあいまいに表現することで「秘」を作り出すようなコミュニケーションを得意とする。何かが隠されていることを匂わすように、表に現す。
　「無言社会」を超えるためには、気楽に声を出すこと。基本は、社会の重さをいかに軽くするかである。それには、社会を超える普遍的な視点をもつ必要がある。その視点を持つには、自分が「何者でもない人（nobody）であることを自覚し、この世界から自分がいなくなること、自分のいない世界。世界から完全に完全に自分がいなくなってしまうことを想うことで、今生きている自分、生きている自分が絶対的に生きていることを味わえる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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